
農家ツアーの様子

QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

3月定例会　10人の議員が一般質問

QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

定
住
を
促
進
す
る

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
を

Q
奨
学
金
は
、学
校
の
教
員
に
な
れ
ば
返
還
免

奨
学
金
は
、学
校
の
教
員
に
な
れ
ば
返
還
免

除
さ
れ
、看
護
師
は
う
ち
の
病
院
に
来
れ
ば

除
さ
れ
、看
護
師
は
う
ち
の
病
院
に
来
れ
ば

奨
学
金
は
ゼ
ロ
で
い
い
と
し
、若
い
人
た
ち
を
取
り

奨
学
金
は
ゼ
ロ
で
い
い
と
し
、若
い
人
た
ち
を
取
り

込
む
た
め
に
奨
学
金
返
還
の
免
除
・
補
助
制
度
を
行

込
む
た
め
に
奨
学
金
返
還
の
免
除
・
補
助
制
度
を
行

っ
て
い
る
。職
種
を
問
わ
ず
香
取
市
に
戻
っ
て
く
れ

っ
て
い
る
。職
種
を
問
わ
ず
香
取
市
に
戻
っ
て
く
れ

ば
、奨
学
金
の
一
定
の
お
手
伝
い
は
し
ま
す
よ
と
い

ば
、奨
学
金
の
一
定
の
お
手
伝
い
は
し
ま
す
よ
と
い

う
政
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

う
政
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
研
究
し
ま
す
。

研
究
し
ま
す
。

Q
結
婚
定
住
支
援
金
は
、本
市
で
は
ど
う
か
。

結
婚
定
住
支
援
金
は
、本
市
で
は
ど
う
か
。

A
香
取
市
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て

香
取
市
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。若
年
層
の
婚
姻
に
伴
う
負
担
を
経

い
ま
す
。若
年
層
の
婚
姻
に
伴
う
負
担
を
経

済
的
に
支
援
し
、地
域
に
お
け
る
婚
姻
数
の
増
加
お

済
的
に
支
援
し
、地
域
に
お
け
る
婚
姻
数
の
増
加
お

よ
び
少
子
化
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、市
内
で
生
活

よ
び
少
子
化
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、市
内
で
生
活

を
始
め
る
新
婚
世
帯
の
居
住
費
お
よ
び
引
っ
越
し
費

を
始
め
る
新
婚
世
帯
の
居
住
費
お
よ
び
引
っ
越
し
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。世
帯
所
得
が
５
０

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。世
帯
所
得
が
５
０

０
万
円
未
満
の
世
帯
を
対
象
と
し
、夫
婦
共
に

０
万
円
未
満
の
世
帯
を
対
象
と
し
、夫
婦
共
に
3939
歳

以
下
の
場
合
は

以
下
の
場
合
は
3030
万
円
、夫
婦
共
に

万
円
、夫
婦
共
に
2929
歳
以
下
の
場

歳
以
下
の
場

合
は
合
は
6060
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

Q
農
業
以
外
の
創
業
者
支
援
は
ど
ん
な
も
の
が

農
業
以
外
の
創
業
者
支
援
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
か
。

あ
る
か
。

A
国
の
認
定
を
受
け
た
市
の
創
業
支
援
等
事
業

国
の
認
定
を
受
け
た
市
の
創
業
支
援
等
事
業

計
画
に
基
づ
き
、佐
原
商
工
会
議
所
と
香
取

計
画
に
基
づ
き
、佐
原
商
工
会
議
所
と
香
取

市
商
工
会
の
主
催
に
よ
る
香
取
創
業
塾
を
開
催
し
、

市
商
工
会
の
主
催
に
よ
る
香
取
創
業
塾
を
開
催
し
、

創
業
や
事
業
承
継
に
意
欲
の
あ
る
人
を
積
極
的
に
支

創
業
や
事
業
承
継
に
意
欲
の
あ
る
人
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、修
了
者
を
対
象
に
、市
内
で

援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、修
了
者
を
対
象
に
、市
内
で

の
創
業
や
事
業
承
継
に
必
要
な
経
費
の
２
分
の
１
、

の
創
業
や
事
業
承
継
に
必
要
な
経
費
の
２
分
の
１
、

5050
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
香
取
市
に
ぎ
わ
い
再
生

万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
香
取
市
に
ぎ
わ
い
再
生

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
東
京
東
京
2323
区
等
か
ら
の
移
住
者
に
対
す
る
支
援

区
等
か
ら
の
移
住
者
に
対
す
る
支
援

は
ど
う
か
。

は
ど
う
か
。

A
香
取
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
起
業
就
業
者
等

香
取
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
起
業
就
業
者
等

創
出
事
業
移
住
支
援
金
が
あ
り
ま
す
。東
京

創
出
事
業
移
住
支
援
金
が
あ
り
ま
す
。東
京
2323

区
等
の
在
住
者
、東
京
圏
か
ら
東
京

区
等
の
在
住
者
、東
京
圏
か
ら
東
京
2323
区
へ
の
通
勤
者

区
へ
の
通
勤
者

が
市
内
に
移
住
し
、千
葉
県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
掲

が
市
内
に
移
住
し
、千
葉
県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
掲

載
さ
れ
た
企
業
へ
の
就
職
、移
住
元
で
の
業
務
を
テ
レ
ワ

載
さ
れ
た
企
業
へ
の
就
職
、移
住
元
で
の
業
務
を
テ
レ
ワ

ー
ク
な
ど
に
よ
り
継
続
す
る
単
身
者
は

ー
ク
な
ど
に
よ
り
継
続
す
る
単
身
者
は
6060
万
円
、２
人

万
円
、２
人

以
上
の
世
帯
は

以
上
の
世
帯
は
1
0
0
1
0
0
万
円
の
移
住
支
援
金
を
交
付
し

万
円
の
移
住
支
援
金
を
交
付
し

ま
す
。ま
た
、

ま
す
。ま
た
、1818
歳
未
満
の
方
が
一
緒
に
移
住
す
る
場
合

歳
未
満
の
方
が
一
緒
に
移
住
す
る
場
合

は
、１
人
つ
き
１
０
０
万
円
、最
大
２
名
ま
で
の
加
算
が

は
、１
人
つ
き
１
０
０
万
円
、最
大
２
名
ま
で
の
加
算
が

あ
り
、移
住
支
援
金
は
最
大
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

あ
り
、移
住
支
援
金
は
最
大
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

Q
農
業
新
規
参
入
者
に
、ど
ん
な
支
援
が
あ
る

農
業
新
規
参
入
者
に
、ど
ん
な
支
援
が
あ
る

か
。
か
。

A
市
の
単
独
事
業
で
農
業
後
継
者
新
規
就
農
助

市
の
単
独
事
業
で
農
業
後
継
者
新
規
就
農
助

成
金
が
あ
り
ま
す
。市
在
住
の

成
金
が
あ
り
ま
す
。市
在
住
の
4040
歳
以
下
の

歳
以
下
の

農
業
後
継
者
お
よ
び
新
規
就
農
者
が
受
講
す
る
千
葉

農
業
後
継
者
お
よ
び
新
規
就
農
者
が
受
講
す
る
千
葉

県
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
終
了
後
に
助
成
金

県
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
終
了
後
に
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。１
年
目
の
基
本
研
修
が

を
交
付
し
ま
す
。１
年
目
の
基
本
研
修
が
1010
万
円
以

万
円
以

内
、２
年
目
の
専
門
研
修
が

内
、２
年
目
の
専
門
研
修
が
1111
万
円
以
内
、３
年
目

万
円
以
内
、３
年
目

の
総
合
研
修
が

の
総
合
研
修
が
1212
万
円
以
内
を
交
付
し
、セ
ミ
ナ
ー

万
円
以
内
を
交
付
し
、セ
ミ
ナ
ー

受
講
期
間
中
の
農
業
経
費
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

受
講
期
間
中
の
農
業
経
費
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

国
と
県
の
補
助
事
業
で
は
、認
定
新
規
就
農
者
へ
の

国
と
県
の
補
助
事
業
で
は
、認
定
新
規
就
農
者
へ
の

支
援
と
し
て
、経
営
開
始
資
金
補
助
金
が
年
間
最
大

支
援
と
し
て
、経
営
開
始
資
金
補
助
金
が
年
間
最
大

１
５
０
万
円
、夫
婦
の
場
合
は
２
２
５
万
円
を
最
長

１
５
０
万
円
、夫
婦
の
場
合
は
２
２
５
万
円
を
最
長

３
年
間
交
付
し
、就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支
援
し

３
年
間
交
付
し
、就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支
援
し

ま
す
。

ま
す
。

久
く

保
ぼ

木
き

 宗
そう

一
いち

議員

移
住
・
定
住
支
援
制
度
の
充
実
を

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
の

推
進
に
つ
い
て

Q
令
和
６
年
度
小
学
新
１
年
生
は
対
象
か
。

令
和
６
年
度
小
学
新
１
年
生
は
対
象
か
。

A
小
学
１
年
生
入
学
時
の
負
担
も
大
き
い
で
す

小
学
１
年
生
入
学
時
の
負
担
も
大
き
い
で
す

が
、財
政
負
担
と
支
援
の
継
続
性
か
ら
、新

が
、財
政
負
担
と
支
援
の
継
続
性
か
ら
、新

た
に
中
学
１
・
２
年
生
を
追
加
し
ま
す
。

た
に
中
学
１
・
２
年
生
を
追
加
し
ま
す
。

Q
新
１
年
生
全
体
の
人
数
は
。

新
１
年
生
全
体
の
人
数
は
。

A
3
8
4

3
8
4
人
で
す
。

人
で
す
。

Q
第
３
子
以
降
の
補
助
対
象
人
数
は
。

第
３
子
以
降
の
補
助
対
象
人
数
は
。

A
4848
人
で
す
。第
３
子
以
降
を
除
い
た
小
学
１

人
で
す
。第
３
子
以
降
を
除
い
た
小
学
１

年
生
は

年
生
は
3
3
6

3
3
6
人
で
す
。

人
で
す
。

Q
新
１
年
生
全
体
の
無
償
化
費
用
は
。

新
１
年
生
全
体
の
無
償
化
費
用
は
。

A
第
３
子
以
降
を
除
き
年
間
約

第
３
子
以
降
を
除
き
年
間
約
1
7
3
3

1
7
3
3
万

円
で
す
。

円
で
す
。

Q
物
価
高
騰
で
給
食
食
材
費
の
値
上
り
分
の
公

物
価
高
騰
で
給
食
食
材
費
の
値
上
り
分
の
公

費
負
担
額
は
。

費
負
担
額
は
。

A
令
和
６
年
度
予
算
で
約

令
和
６
年
度
予
算
で
約
1
1
9
8

1
1
9
8
万
円
で
す
。

万
円
で
す
。

A
千
葉
県
農
業
再
生
協
議
会
が
示
し
た

千
葉
県
農
業
再
生
協
議
会
が
示
し
た
5
7
0

㎏
に
設
定
し
ま
し
た
。国
が
公
表
す
る
水
稲

㎏
に
設
定
し
ま
し
た
。国
が
公
表
す
る
水
稲

の
市
町
村
別
の

の
市
町
村
別
の
1010
ａ
当
た
り
の
収
量
の
直
近
７
カ
年

ａ
当
た
り
の
収
量
の
直
近
７
カ
年

の
最
高
値
お
よ
び
最
低
値
を
除
く
５
カ
年
の
平
均
値

の
最
高
値
お
よ
び
最
低
値
を
除
く
５
カ
年
の
平
均
値

に
、補
正
係
数
を
乗
じ
て
市
町
村
別
の
単
収
を
設
定

に
、補
正
係
数
を
乗
じ
て
市
町
村
別
の
単
収
を
設
定

し
ま
す
。本
市
は
平
均

し
ま
す
。本
市
は
平
均
5
6
3

5
6
3
・
8
㎏
で
、補
正
係
数

㎏
で
、補
正
係
数

1
・
0
1
0
4

0
1
0
4
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
し
た
。

を
乗
じ
て
算
出
し
ま
し
た
。

Q
地
区
別
基
準
単
収
の
設
定
は
で
き
な
い
か
。

地
区
別
基
準
単
収
の
設
定
は
で
き
な
い
か
。

A
市
町
村
農
業
再
生
協
議
会
別
の
単
収
は
、県

市
町
村
農
業
再
生
協
議
会
別
の
単
収
は
、県

農
業
再
生
協
議
会
が
設
定
し
ま
す
。地
区
別

農
業
再
生
協
議
会
が
設
定
し
ま
す
。地
区
別

に
単
収
設
定
は
可
能
で
す
が
、主
食
用
米
の
生
産
数

に
単
収
設
定
は
可
能
で
す
が
、主
食
用
米
の
生
産
数

量
の
目
安
と
の
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
り
、市
内
の

量
の
目
安
と
の
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
り
、市
内
の

合
理
的
な
分
け
方
が
非
常
に
困
難
と
考
え
ま
す
。

合
理
的
な
分
け
方
が
非
常
に
困
難
と
考
え
ま
す
。

Q
物
価
高
騰
や
担
い
手
不
足
な
ど
、厳
し
い
水

物
価
高
騰
や
担
い
手
不
足
な
ど
、厳
し
い
水

田
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、米
政
策
に
係
る

田
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、米
政
策
に
係
る

市
長
の
考
え
は
。

市
長
の
考
え
は
。

A
飼
料
用
米
な
ど
の
主
食
用
米
の
需
給
調
整
に

飼
料
用
米
な
ど
の
主
食
用
米
の
需
給
調
整
に

取
り
組
む
生
産
者
へ
の
奨
励
金
な
ど
に
よ
り
、

取
り
組
む
生
産
者
へ
の
奨
励
金
な
ど
に
よ
り
、

安
定
し
た
水
田
経
営
対
策
を
実
施
、農
業
を
守
り
育

安
定
し
た
水
田
経
営
対
策
を
実
施
、農
業
を
守
り
育

て
飛
躍
さ
せ
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

て
飛
躍
さ
せ
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

Q
令
和
６
年
産
飼
料
用
米
の
作
付
計
画
の
動
向

令
和
６
年
産
飼
料
用
米
の
作
付
計
画
の
動
向

は
。
は
。

A
令
和
６
年
３
月
上
旬
に
農
業
者
へ
水
稲
作
付

令
和
６
年
３
月
上
旬
に
農
業
者
へ
水
稲
作
付

計
画
書
を
発
送
、農
地
ご
と
に
主
食
用
米
や

計
画
書
を
発
送
、農
地
ご
と
に
主
食
用
米
や

飼
料
用
米
等
の
作
付
計
画
を
記
入
し
、４
月
上
旬
に
市

飼
料
用
米
等
の
作
付
計
画
を
記
入
し
、４
月
上
旬
に
市

農
業
再
生
協
議
会
へ
提
出
、入
力
後
に
再
度
、最
終
確

農
業
再
生
協
議
会
へ
提
出
、入
力
後
に
再
度
、最
終
確

認
の
上
、例
年
６
月
下
旬
に
作
付
計
画
が
確
定
し
ま
す
。

認
の
上
、例
年
６
月
下
旬
に
作
付
計
画
が
確
定
し
ま
す
。

Q
飼
料
用
米
作
付
に
係
る
国
・
県
・
市
の
助
成
は
。

飼
料
用
米
作
付
に
係
る
国
・
県
・
市
の
助
成
は
。

A
国
は
令
和
６
年
産
か
ら
８
年
産
に
か
け
て
一

国
は
令
和
６
年
産
か
ら
８
年
産
に
か
け
て
一

般
品
種
の
支
援
水
準
を
段
階
的
に

般
品
種
の
支
援
水
準
を
段
階
的
に
1010
ａ
当
た

ａ
当
た

り
の
単
価
を

り
の
単
価
を
5
0
0
0

5
0
0
0
円
ず
つ
引
き
下
げ
、多
種
品

円
ず
つ
引
き
下
げ
、多
種
品

種
に
よ
る
作
付
転
換
を
推
進
し
ま
す
。県
は
飼
料
用

種
に
よ
る
作
付
転
換
を
推
進
し
ま
す
。県
は
飼
料
用

米
等
拡
大
支
援
事
業
と
し
て
定
着
支
援
、拡
大
支
援
、

米
等
拡
大
支
援
事
業
と
し
て
定
着
支
援
、拡
大
支
援
、

団
地
化
支
援
で
、令
和
５
年
産
に
引
き
続
き
同
様
の

団
地
化
支
援
で
、令
和
５
年
産
に
引
き
続
き
同
様
の

内
容
で
す
。市
の
出
荷
奨
励
金
は
令
和
４
年
産
を

内
容
で
す
。市
の
出
荷
奨
励
金
は
令
和
４
年
産
を
1010

ａ
当
た
り

ａ
当
た
り
8
0
0
0

8
0
0
0
円
に
引
き
上
げ
、令
和
５
年
産

円
に
引
き
上
げ
、令
和
５
年
産

は
、さ
ら
に

は
、さ
ら
に
9
0
0
0

9
0
0
0
円
に
、令
和
６
年
産
は
引
き

円
に
、令
和
６
年
産
は
引
き

続
き
続
き
9
0
0
0

9
0
0
0
円
以
内
で
す
。

円
以
内
で
す
。

Q
香
取
市
再
生
協
議
会
の
基
準
単
収
の
根
拠
は
。

香
取
市
再
生
協
議
会
の
基
準
単
収
の
根
拠
は
。

木
き

村
むら

　 博
ひろし

議員

水
田
農
業
政
策
に
つ
い
て
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